
 

 

 

写真が語る福島からのメッセージ 
－福島原発事故の記録－ 

講 師︓菊池 和⼦さん 
⽇ 時︓2021 年 10 ⽉ 10 ⽇（⽇） 

14︓00〜16︓30 （開場 13︓30） 
場 所︓有⾺・野川⽣涯学習⽀援施設（アリーノ） 

田園都市線「鷺沼駅」から「鷺 2」 

小杉行きバス「有馬第２団地前」下車 

資料代︓300 円 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

※Zoom 参加申込みは、QR コード又は 

メールからお願いします。 

   c23mikeu515@hotmail.com 

 
 

        

第７７回学習会 

憲法九条を守る︕この⼀点で集まる宮前市⺠の会「宮前九条の会」
連絡先・事務局 044-855-8896 （若原） 
ホームページ︓http://miyamae9.web.fc2.com/  e-mail: miyamae9@gmail.com 

菊池和子さんのプロフィール 
1945年中国石門市（現河北省石家荘）生まれ。東

京学芸大学卒業後、東京都公立学校教員となる。 

48 歳の時から夜間の写真学校で学ぶ。54 歳で

教職を辞し、ポルトガル・リスボン市で 6 年間暮ら

す。2008 年に帰国。現在に至る。 

【主な作品】    

 ★福島原発事故の記録 「フクシマ漂流」 

「フクシマ無念」 

「この大地奪われし人々」「福島芸能の灯消さず」

「私はあいちゃんのランドセル」 

＜講師からの一言＞ 

 福島原発事故の核心は、ヒロシマ型原爆の

168 倍もの放射性物質が排出されたことで

す。 

これは、国と電力会社によって、長い将来にわ

たって放射能の害で自国の国土と人々を苦し

めることになりました。しかし、この「不都合な真

実」は、この 10 年で巧妙にかくされ、あたかも

無かったことにされてしまっています。 

 風化を防ぐために、次世代への伝言として、

写真絵本「私はあいちゃんのランドセル」を作り

ました。あわせて、10 年間立ち入ることのでき

なくなった帰還困難区域の今もご覧いただきま

す。原発を今もってあきらめない人々にとって

の「不都合な真実」が、「知らなければならない

真実」として、一人でも多くの人々に広がって

行くよう願っています。 


